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研究成果の概要（和文）：　本研究では経済活動が市場に関する数量だけでなく、統治つまり一国や国を超えた
単位での社会や世界の統合、維持原理に支えられて成立していることを、大戦間期の社会・経済思想と現代のグ
ローバル世界の問題系という複合的な観点から考察した。理論・思想分析としては大戦間期の統治を支えた地政
学やエネルギー思想の歴史的文脈を整理し、これらとその後の思想的発展を考察した。また経済をめぐって統治
問題が認識される場合の社会運動の重要性を踏まえ、世界システムの「周辺」とし新旧ヘゲモニー支配の構造の
交差するアフリカ大陸における社会運動のありかたと琉球弧の事例を分析した結果、貨幣・金融と債務の問題の
重要性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We have made research on the social and economic thoughts which not only 
concerns quantities related to markets but also qualities of the integration and maintenance of 
nation-states or transnational units. We have looked into several thoughts in the historical context
 of interwar period and their successive development until to our present time. Besides, we have 
analyzed the importance of social movements to transform the problematic governance on economic 
issues, especially with a case of the African Continent, as well as of Ryukyu Islands, where old and
 new hegemony have been demonstrating for each other and conflicting for domination. Having 
discussed these changing contemporary conditions with important activists for social movement as 
well as scholars and professionals on Oeconomia, we came to the conclusion that the monetary and 
financial markets and the factor of debt are of most importance.   

研究分野： 社会思想、経済思想
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、2014 年度までに行った複数回
の基盤研究（B）（研究代表者、西谷修）にお
ける研究代表者、研究分担者をおもなメンバ
ーとし、グローバル時代の戦争、経済、メデ
ィアに関する問題関心を引き継ぐものであ
った。しかし本研究では、統治や政治のシス
テムがグローバル世界の経済や社会に及ぼ
す影響により強く焦点をあて、経済領域にテ
ーマを照準した。とりわけ世界大恐慌の時期
の経験が現代世界にとって重要な参照軸と
なっている事態を重視し、大恐慌に取り組ん
だ思想的、知的営為に関して研究を深める必
要を強く意識し、共同研究を開始した。 
２．研究の目的 
 本研究は、「自然」との物質代謝をつうじ
て人間「社会」が生産／再生産を繰り返す過
程として経済活動を捉えつつ社会と自然双
方の統治形態を追究した戦間期（1918～1940
年）の思想の系譜を、学際的・複合的に再検
討することを目的とした。二度の世界戦争と
核の使用および株価の暴落と恐慌をつうじ、
戦間期の経験は人類全体に「破局」の到来を
予感させた。経済＝オイコノミアをめぐる根
源的な視座のもとでこの「破局」に抗し、人
類の存続と再生の道を当時模索した思想の
系譜は、グローバル・ガヴァナンスの権力効
果が社会と自然をめぐる新たな「破局」との
関連で争点化した今日の世界状況を前に、独
創的視点を開示する。 
本研究は、約一世紀前の思想を複数の学問

領域における最先端の知見から再考するこ
とで、人間が営みうる新たな社会経済像の構
築とその公表をめざした。 
３．研究の方法 
 テーマに関して各自の学問領域からのア
プローチによる先行研究を整理し分析を行
った研究を持ち寄り、研究会を重ねることに
よって学際的な広がりと、そこに通底する共
通の成果を共有することを試みた。また同時
に国内外における社会運動や社会実践の担
い手をシンポジウム、セミナーの場に招聘し、
話を聞いたり議論を重ねたりすることで、理
論的な関心にとどまらず現実の統治の場面
での問題点を視野にいれながら検討を進め
ることを目指した。 
 国外に関しては、セネガルを中心として国
境を超えた社会運動を実践するグループ「ヤ
ナマール」をひきいるメンバーを招聘し、か
れらの実践、方法としてのヒップホップにつ
いて実演を交えた説明の場をつくり、また多
面的な議論を行った。一方、国内に関しては、
国際政治的・経済的情勢から地政学的関心の
焦点となっている琉球弧における水の統治
の変化をテーマとし、これに関して現地で研
究や実践を進める人びとを招聘して議論す
る機会をもった。 
 大戦間期に関する思想史研究については、
とくにパトリック・ゲデス、フレデリック・
ソディ（以上イギリス）、オットー・ノイラ

ート（ウィーン）に関する刊行、未刊行のア
ーカイヴ資料を調査・渉猟し、デジタル資料
として整理を進めた。そしてこれに基づく分
析を行い、その成果をまとめつつある。 
４．研究成果 
 共同研究を進めた 2015 年度から 2017 年度
にかけては、世界の激動と度重なる災厄と紛
争のなかで、グローバル世界における広義の
経済（オイコノミア）の統治システムにも、
さまざまな変動があったなかで、本研究では
とりわけ、世界システムにおけるアフリカの
位置、新旧ヘゲモニーの摩擦におけるアメリ
カと中国の位置関係、国内的にはこれらと連
動する琉球弧の位置のおよそ三点が焦点で
あることを明らかにし、20世紀の戦間期を基
盤とする政治経済的統治がいかに臨界に達
しているかを考察することができた。研究代
表者と研究分担者複数名が所属する東京外
国語大学での複数回のシンポジウムのほか、
社会思想史学会で、専門家を交えたセッショ
ンとして企画し、報告することができた。 
一方、戦間期から二〇世紀後半にかけての

オイコノミアの統治に関する思想史的分析
について、今なお十分な知的蓄積がなされて
いないと思われる部分について、特にイギリ
ス、オーストリアに関するアーカイヴ調査と
これに基づく理論的研究を進めた。その成果
の一部は、ソウルで行われた国際ポラニー会
議においてセッションを組織し、複数のペー
パーとして発表することができた。 
また調査の結果、統治と経済の交差部分に

存在する、つまり統治概念なしには成立・維
持されえない貨幣・金融（市場）という要素、
またこれに関わる「債務」（負債）という要
素が、現在そして今後の世界においてきわめ
て重要な役割を持つことが明らかになった。
この点については、理論の進展のみならず社
会に広く発信する映像などの重要性が認め
られたため、これを用いた実践も視野にいれ
て考察を行った。具体的には、負債に関する
ドキュメンタリー映画を製作した監督をフ
ランスから招聘し、字幕をつけて映画を上映
するセミナーを複数回行うとともに、テーマ
に関する踏み込んだ議論の機会をもつこと
ができた。 
ただし貨幣、金融に関してはさらなる共同

研究で継続、展開を行う必要も確認された。 
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